
データベース活用法 分野別情報を探す 本文あり

企業情報を調べる③

・東洋経済新報社の主要刊行物を検索・閲覧できるデータベースです。
・「週刊東洋経済」「一橋ビジネスレビュー」などの雑誌記事の本文を閲覧できます。
・最新の「会社四季報（未上場会社版を含む）」「就職四季報」「会社四季報業界地図」などで企業研究ができます。
・「海外進出企業総覧」「外資系企業総覧」「CSR企業総覧」「全国大型小売店総覧」「スーパーマーケット総覧」など、
 企業調査の基礎資料として活用できます。
・PDF形式とテキスト形式の誌面ファイルでの表示に加え、頁めくりで１冊を通して読むことができるビューア機能があります。

POINT

東洋経済デジタルコンテンツ・ライブラリー

図書館ウェブサイト→データベース検索（学内）アクセス

学内

・複数の企業データを一括でダウンロードして、財務分析が可能です。
・企業間の各種経営情報・財務情報の比較ができます。
・専門的なマクロデータ分析など、経済学・経営学の学習研究に役立ちます。

POINT

日経 NEEDS-FinancialQUEST 学内

● 同時アクセス数　　10（混雑しているときは使用できません。利用後はログアウトを忘れずに！）
● 更新　　　　　　　随時

フリー検索で主要媒体を一括で横断
検索できます。

利用後は【ログアウト】
してください。

「就活企業サーチ」では、会社名、業種、
会社の所在地、規模（売上、従業員数）、
採用実績を指定した会社選びができ、
就職活動の会社研究に役立ちます。

Excelのファイル形式で
保存できます。

このボタンをクリック

ひとくちメモ！

【企業情報ってなに？】

【企業情報を調べるための資料の種類】

「有価証券報告書」
  企業が自ら作成する外部への開示書類。
  →特定の上場企業の詳細な情報を調べる場合。

「企業名鑑」
  企業概要などが一覧になった資料。
  →多くの企業の概要や未上場企業の情報を
 調べる場合。

「社史」
  企業が自社の歴史を記した資料。
  →企業の歴史的背景や長期間にわたる
 財務データ、定款などの情報を調べる場合。

特定の業界にどういった企業が参入しているか
を表す情報のこと。また、個別の企業に関する
詳しい情報のこと。

【企業名鑑を探すためのツール】

リサーチ・ナビ
「企業・団体リスト情報」(国立国会図書館)
「産業情報ガイド」の「○○産業に関する主要企業名鑑類・企業リスト」

【社史を探すためのツール】

NDL ONLINE(国立国会図書館オンライン)で
件名欄に会社名を入力して検索。

『業種別審査事典』(金融財政事情研究会)冊子体

本書で目的の業界の業界団体を調べ、そこから団体の出版物、Webサイト
などを調査する。業界の年鑑類に企業名鑑が含まれる場合もある。

『会社史総合目録』(日本経営史研究所)
『企業名変遷要覧』(日外アソシエーツ)冊子体

冊子体

NDL ONLINE(国立国会図書館オンライン)で
件名欄に「名簿」、タイトル欄に目的の分野名を入力して検索。

 [http://rnavi.ndl.go.jp/rnavi/]
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